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一
、
は
じ
め
に

　

本
研
究
は
、「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
を
続

け
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
象
徴
す
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
5
（
7
5
3
）
年

刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い

て
注
目
し
、
書
道
学
（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論

考
し
た
も
の
で
、
前
回
の
共
同
研
究
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研

究
―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
―
」

（
１
）

を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

正
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
、
左
側
の
側
面
に
刻
さ
れ
た

銘
文
の
分
析
を
進
め
た
。
最
初
に
全
文
を
明
ら
か
に
し
、
前
回
同
様
、
刻
さ
れ

た
書
の
復
元
を
試
み
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
の
成
立
過
程

お
よ
び
後
世
へ
及
ぼ
し
た
影
響
の
一
端
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
佛
足
石
左
側
面
銘
文
の
釈
文

　

佛
足
石
の
左
側
面
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
研
究
と
し
て
は
正
面
銘
文

と
同
様
に
次
の
四
種
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の

略
号
と
し
て
示
し
た
。

奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ

　
　
　
　
　

－

左
側
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
と
成
立
過
程

－
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①
旧
→
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺　
　
　

　
　
　

大
観　

第
六
巻　

薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）。

　
　

②
新
→
『
奈
良
六
大
寺
大
観　

第
六
巻　

薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
書

　
　
　

店
、
二
〇
〇
〇
年
）。

　
　

③
吉
→
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」

　
　
　
（『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』、
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）。
初
出
は
『
美

　
　
　

術
史
研
究
』
八
（
一
九
七
一
年
）。

　
　

④
岡
→
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
・
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」『
三
重
大

　
　
　

学
日
本
語
学
文
学
』
第
一
巻
、
一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌

　
　
　

碑
歌
研
究
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）。

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
原
刻
写
真（

（
（

及
び
前
回
と
同
じ
精
拓

本
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
と

異
同
の
あ
る
文
の
右
側
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し

た
。
先
行
研
究
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
写
真
と
精
拓
本
で
は
摩
滅

等
に
よ
り
判
読
不
能
の
文
字
つ
い
て
は
【　

】
を
施
し
た
。

〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉

１　

大
唐
使
人
王
玄
策
向
中
天
竺
鹿

２　
【
野
薗
】
中
轉
法
輪
【
處
】
因
見　
　
　
　
　
　

　
　

・
旧
新
吉
：
野
薗　

岡
：
□
□　
　
　

　
　

・
旧
新
吉
：
處　
　

岡
：
□

　
　
　

＊
現
刻
写
真
・
拓
本
と
も
「
野
」「
處
」
の
刻
線
は
不
詳
。「
薗
」
の

　
　
　
　

草
冠
は
み
え
る

３　

跡
得
轉
寫
搭
是
第
一
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４　

日
本
使
人
黄
書
本
實
向

　
　

・
旧
新
：
文　

　
　

・
吉
岡
：
書

５　

大
唐
国
於
普
光
寺
得
轉

　
　

・
旧
新
吉
：
國　
　

岡
：
国

６　

寫
搭
是
第
二
本
此
本
在

７　

右
京
四
條
一
坊
【
禪
】
院
向
禪

　
　

・
旧
新
岡
：
條　

吉
：
条

　
　

・
旧
新
吉
岡
：
禪

８　

院
壇
披
見
神
跡
敬
【
轉
】
寫　

　
　

・
旧
新
吉
：
轉　

岡
：
□

９　

搭
是
第
三
本
【
從
】
天
平
勝

　
　

・
旧
新
吉
：
從　

岡
：
従

10　

寶
五
年
歳
次
【
癸
】
巳
七
月
十
五
日
盡　

　
　

・
旧
新
吉
：
癸　

岡
：
□

11　

廿
七
日
幷
一
十
三
箇
日
作
了
檀

12　

主
【
從
】
三
位
智
努
王
以
天
平
勝

　
　

・
旧
新
吉
：
從　

岡
：
従

13　

寶
四
年
歳
次
壬
辰
九
月
七
日

14　

改
王
字
成
文
室
眞
人
智
努

　
　

・
旧
岡
：
字　

新
吉
：
家

15　

畫
師
越
田
安
万
書
寫　

　
　

・
旧
新
岡
：
万　

吉
：
萬

16　
【
神
】
石
手
□
□
□
【
呂
】
人
足

　
　

・
旧
新
吉
：
神　

岡
：
神

　
　

・
旧
新
吉
：
呂
人
足　

岡
：
以
足
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17　

近 

仕
【
奉
□
□
□
人
】　

　
　

・
旧
：
口　

新
吉
：
匠　

岡
：
近

　
　

・
旧
新
吉
：
仕
奉
□
□
□
人　

　
　

・
岡
：
□
□
□
□

▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
左
側
面
原
刻
写
真
（
飛
鳥
園
撮
影
）

　

＊
今
回
の
佛
足
石
実
物
に
よ
る
調
査
で
、
第
17
行
目
冒
頭
に
は
、
明
ら
か
に

「
斤
」の
刻
線
が
み
え
、熟
視
す
る
と「
し
ん
に
ょ
う
」下
部
刻
線
が
み
ら
れ
、「
近
」

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
16
行
目
上
部
か
ら
17
行
目
に
か
け
て
こ

の
精
拓
で
は
、
採
拓
さ
れ
て
い
な
い
。

三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討

　

左
側
面
刻
は
、
正
面
刻
以
上
に
風
化
が
進
み
刻
線
が
不
明
瞭
な
箇
所
が
多

い
。
今
回
も
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓

本
（
垤て

つ
わ
ぼ
ん

和
本
と
称
す
）
を
も
と
に
、
復
元
作
業
を
進
め
た
が
、
正
面
刻
の
拓
影

よ
り
更
に
薄
く
、
刻
線
か
風
化
に
よ
る
傷
か
の
特
定
は
困
難
を
極
め
た
。
今
回

は
飛
鳥
園
撮
影
の
現
刻
写
真
の
提
供
を
受
け
、
さ
ら
に
十
一
月
に
薬
師
寺
か
ら

原
物
に
よ
る
調
査
が
許
可
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
比
較
検
討
し
な
が
ら
進
め

た
考
察
が
次
の
表
で
あ
る
。

　

こ
の
垤
和
本
精
拓
は
、
佛
足
石
の
上
部
お
よ
び
側
面
の
周
囲
全
体
を
展
開
図

の
よ
う
に
配
し
一
枚
の
平
面
と
な
る
よ
う
に
採
拓
さ
れ
た
と
て
も
貴
重
で
珍
し

い
も
の
で
あ
る
。
一
枚
の
紙
で
原
石
の
各
面
を
包
み
込
む
よ
う
に
覆
い
、
そ
し

て
そ
の
上
か
ら
採
拓
し
て
い
く
の
だ
が
、
立
体
を
紙
で
包
む
と
必
然
的
に
皴
や

紙
が
折
り
重
な
る
箇
所
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
立
体
を
包
ん
だ
紙
を
平
面
に
戻

し
表
装
す
る
た
め
に
は
余
分
な
箇
所
を
切
断
し
た
り
、
叩
い
て
つ
ぶ
し
た
り
、

弛
ん
だ
箇
所
に
切
り
込
み
を
入
れ
整
え
た
り
と
、
ど
う
し
て
も
ひ
ず
み
を
調
整

す
る
必
要
が
出
て
く
る
。

　

佛
足
石
原
石
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
ま
る
で
、
月
面
写
真
の
よ
う
な
岩
肌
で

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
凹
凸
が
あ
り
。
ま
る
で
ク
レ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
え
ぐ
れ
た
穴

が
、
い
く
つ
も
存
在
す
る
。
５
行
目
の
「
国
」
の
よ
う
に
中
央
部
が
、
え
ぐ
れ
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た
中
に
刻
線
が
あ
る
個
所
も
あ
り
、
拓
本
で
は
、
紙
が
底
ま
で
届
か
ず
白
抜
き

の
よ
う
に
な
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
。

　

佛
足
石
原
石
を
測
定
す
る
と
石
の
高
さ
は
69
セ
ン
チ
で
あ
り
、
銘
文
が
刻
さ

れ
て
い
る
箇
所
を
実
測
す
る
と
右
側
の
縦
の
枠
の
寸
法
が
28
・
4
㎝
、
横
枠
の

寸
法
が
59
・
8
㎝
、
左
側
縦
の
枠
の
寸
法
が
、
27
・
8
㎝
で
あ
り
、
右
側
の

枠
が
や
や
長
い
が
ほ
ぼ
長
方
形
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
垤
和
本
精
拓
の
銘
文
周
囲
の
枠
線
が
、
扇
状
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
足
跡
の
あ
る
上
面
と
正
面
の
銘
文
の
採
拓
の
た
め
の
紙
張
り
を
優
先
し
た

た
め
先
ほ
ど
の
理
由
に
よ
り
、
今
回
の
箇
所
（
左
側
面
）
に
お
い
て
紙
面
調
整

を
図
っ
た
よ
う
で
、
三
行
目
と
四
行
目
末
尾
、
六
行
目
と
七
行
目
の
末
尾
に
文

字
の
重
な
り
が
一
部
み
ら
れ
、
十
一
行
目
と
十
二
行
目
の
行
間
上
部
に
切
り
込

み
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
、
文
字
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
上
手
く
整
え
仕
上
げ
て

い
る
。

　

第
十
七
行
目
は
、「
仕
奉
」
か
ら
始
ま
る
と
す
る
文
献
が
あ
る
中
で
、
今
回

の
調
査
で
、
原
石
を
過
眼
す
る
と
最
上
部
に
明
ら
か
に
「
斤
」
の
刻
線
が
み
え

た
。
ま
た
熟
視
す
る
と
「
し
ん
に
ょ
う
」
下
部
の
刻
線
が
み
ら
れ
、「
近
」
の

文
字
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ゆ
え
に
「
近
仕
奉
□
□
□
人
」
と
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
最
終
行
（
第
十
七
行
目
）
は
こ
の
垤
和
本
精
拓
で
は
、
採

拓
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
十
六
行
目
の
「
石
」
字
が
こ
の
精
拓
本
で
は
欠
け

た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
原
刻
を
観
察
す
る
と「
石
」の
全
筆
画
が
し
っ

か
り
と
見
え
る
の
で
あ
る
。
長
い
間
、
今
の
場
所
と
は
異
な
る
仏
足
堂
に
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
位
置
に
移
動
す
る
際
、
原
石
の
汚
れ
等

を
ぬ
ぐ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
際
こ
の
部
分
に
苔
や
土
な
ど
、
ま
た
は

塵
な
ど
長
い
間
に
堆
積
し
た
何
か
が
皮
膜
の
よ
う
に
張
り
付
い
て
い
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

　

あ
く
ま
で
も
書
道
的
な
見
地
か
ら
書
と
し
て
の
太
細
・
線
質
に
重
点
を
置
き
、

前
回
も
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
書
風
は
、
北
魏
時
代
の
書
風
の
影
響
が
多
大
で

あ
る
。
見
え
に
く
い
文
字
は
残
さ
れ
た
刻
線
を
頼
り
に
、
次
の
比
較
表
の
よ
う

な
手
順
で
北
魏
の
書
を
参
考
に
し
つ
つ
字
形
考
証
を
し
て
い
っ
た
。
こ
の
垤
和

本
精
拓
の
拓
影
を
基
と
し
て
小
筆
で
丹
念
に
墨
を
入
れ
て
行
っ
た
も
の
が
前
節

で
提
示
し
た
復
元
図
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
刻
さ
れ
た
状
態
を
で
き
る
限
り
再

現
す
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
過
眼
し
て
刻
線
が
全
く
見
え
な
い
不
詳
の
箇
所
に

は
墨
を
入
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

１
次
補
正
で
は
、
原
石
と
写
真
を
よ
く
見
比
べ
て
北
魏
時
代
の
書
か
ら
似

た
字
形
の
も
の
を
選
び
出
す
。
そ
し
て
、
欠
け
た
箇
所
は
な
る
べ
く
そ
の
ま
ま

に
し
て
刻
線
が
わ
ず
か
で
も
見
え
る
と
こ
ろ
を
生
か
し
て
墨
入
れ
を
し
て
い
っ

た
。
２
次
補
正
で
は
、
摩
滅
す
る
前
の
状
態
を
更
に
想
定
し
て
復
元
し
て
み
た

も
の
で
あ
る
。

四
、
佛
足
石
左
側
面
の
銘
文
の
訳
注

　

本
節
で
は
、
前
節
ま
で
の
考
察
内
容
を
も
と
に
作
成
し
た
佛
足
石
左
側
面
銘

文
の
訳
注
を
提
示
す
る
。
な
お
書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
は
読
み
や
す
さ
に
配

慮
し
て
新
字
体
の
漢
字
を
使
用
す
る
。

（
書
き
下
し
文
）

大
唐
の
使
人
王
玄
策（

ａ
） 

、
中

　
ち
ゅ
う
て
ん
じ
く（
ｂ
）

天
竺
に
向
か
い
、
鹿

　
ろ
く
や
お
ん（
ｃ
）

野
薗
中
の
転て

ん
ぼ
う
り
ん

法
輪
処
に
ゆ

き
、因よ

り
て
跡
を
見
て
転
写
す
る
を
得
た
り
。
是こ

れ
を
搭の

す
る
は
第
一
本
な
り
。

日
本
の
使
人
黄
書
本
実（

ｄ
）、

大
唐
国
に
向
か
い
、
普
光
寺
に
於
い
て
転
写
す
る
を

得
た
り
。
是
れ
を
搭
す
る
は
第
二
本
な
り
。
此
の
本
は
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
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に
在
り
。

禅
院
の
壇
に
向
か
い
、
神
跡
を
披ひ

け
ん見

し
、
敬つ

つ
しん

で
転
写
す
。
是
れ
を
搭
す
る
は

第
三
本
な
り
。

天て
ん
ぴ
ょ
う平

勝し
ょ
う
ほ
う宝

五
年
歳さ

い
じ次

癸き

し巳
七
月
十
五
日
従よ

り
し
て
、
廿

に
じ
ゅ
う
し
ち
に
ち

七
日
に
尽お

わ
る
。
幷あ

わ
せ
て
一
十
三
箇
日
に
し
て
作
り
了お

わ
る
。

檀だ
ん
し
ゅ（
ｅ
）

主
は
従じ

ゅ
さ
ん
み

三
位
智ち

ぬ
お
う

努
王
な
り
。
天
平
勝
宝
四
年
歳
次
壬じ

ん
し
ん辰

九
月
七
日
を
以
て
、

王
を
改
め
字あ

ざ
なと

し
、
文ふ

ん
や
の
ま
ひ
と

室
眞
人
智ち

ぬ努
と
成な

れ
り
。

画え

し師
は（

ｆ
）越

田
安
万
な
り
。

書
写
は
神
石
手（

ｇ
） 

。

□
□
□
呂
人
足
、

近
く
に
仕つ

か

え
奉ま

つ

る（
ｈ
） 

□
□
□
人
。

（
現
代
語
訳
）

唐
の
使
者
の
王
玄
策
は
中
部
イ
ン
ド
に
向
か
い
、
釈
尊
が
初
め
て
説
法
を
し
た

鹿
野
園
に
ゆ
き
、
そ
こ
で
釈
尊
の
足
跡
を
見
て
、
そ
れ
を
模
写
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
が
第
一
本
で
あ
る
。

日
本
の
使
者
で
画
師
の
黄
書
本
実
が
唐
に
行
き
、
長
安
の
普
光
寺
で
第
一
本
を

模
写
し
た
も
の
が
第
二
本
で
あ
る
。
第
二
本
は
平
城
京
の
右
京
四
条
一
坊
に
建

つ
禅
院
に
あ
る
。

禅
院
の
壇
に
向
か
い
、
第
二
本
の
釈
尊
の
足
跡
を
見
て
、
慎
み
敬
っ
て
模
写
し

た
も
の
が
第
三
本
で
あ
る
。

孝こ
う
け
ん
て
ん
の
う

謙
天
皇
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
癸み

ず
の
と
み巳

の
年
の
七
月
十
五
日
に
仏
足
石

を
刻
み
は
じ
め
、
十
三
日
間
の
作
業
を
経
て
、
七
月
二
十
七
日
に
完
成
し
た
。

施
主
は
従
三
位
智
努
王
で
あ
る
。
天
平
勝
宝
四
年
壬み

ず
の
え
た
つ

辰
の
年
の
九
月
七
日
に
、

智
努
王
は
臣
籍
に
降く

だ

り
、
王
の
名
を
改
め
て
字
と
し
、
文
室
真
人
智
努
と
名
乗

る
よ
う
に
な
っ
た
。

画
師
の
越
田
安
万
が
釈
尊
の
足
跡
を
模
写
し
た
。

文
章
の
書
写
は
神
石
手
が
担
当
し
た
。

□
□
□
呂
人
足
、

近
く
で
お
仕
え
す
る
□
□
□
人
。

王
玄
策
は
『
旧
唐
書
』
巻
三
太
宗
紀
下
、
巻
一
九
六
吐
蕃
伝
上
、
巻
一
九
八
西
戎
伝
尼

婆
羅
国
条
お
よ
び
天
竺
国
条
に
登
場
し
、
こ
こ
に
は
王
玄
策
が
太
宗
の
命
に
よ
り
天
竺

に
使
い
し
、
天
竺
に
あ
る
四
つ
の
国
が
唐
に
遣
使
朝
貢
す
る
よ
う
に
し
た
り
、
吐
蕃
（
チ

ベ
ッ
ト
）
や
尼
婆
羅
国
（
ネ
パ
ー
ル
）
と
共
同
し
て
中
天
竺
国
と
戦
っ
た
り
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
『
続
高
僧
伝
』
巻
四
玄
奘
伝
、『
法
苑
珠
林
』
巻
四
・
五
・
七
・

一
六
・
二
九
・
三
五
・
三
九
・
五
五
・
六
三
・
七
六
・
九
一
・
九
八
・
一
〇
〇
に
登
場
す
る
。『
続

高
僧
伝
』
に
よ
る
と
、
王
玄
策
は
大
夏
（
中
央
ア
ジ
ア
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
と

ア
ム
河
の
間
付
近
）
な
ど
に
も
派
遣
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。『
法
苑
珠
林
』
は
『
王
玄
策

西
国
行
伝
』と
い
う
書
物
の
記
述
を
伝
え
て
い
る
が
、こ
れ
は『
法
苑
珠
林
』巻
一
〇
〇（
大

正
五
三
、一
〇
二
四
上
）
と
『
旧
唐
書
』
に
挙
げ
ら
れ
る
王
玄
策
の
著
書
『
中
天
竺
行
記
』

十
巻
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

中
部
イ
ン
ド
を
指
す
。

現
在
の
イ
ン
ド
、
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
に
あ
る
鹿ろ

く
や
お
ん

野
苑
の
こ
と
。

ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
の
北
方
約
10
キ
ロ
に
あ
る
。
鹿
が
多
く
住
む
林
の
意
で
、
昔
の
波

羅
奈(

は
ら
な)

国
に
あ
り
、
釈
尊
は
こ
こ
で
初
め
て
五
比
丘
に
説
法
を
し
た
。

『
日
本
書
紀
』
巻
二
二
、
推
古
天
皇
十
二
年
九
月
の
記
事
に
「
是
月
始
定
黄
書
画
師
、

山
背
画
師
」
と
あ
り
、
ま
た
『
聖
徳
太
子
伝で

ん
り
ゃ
く

暦
』
巻
上
の
推
古
天
皇
十
二
年
十
二
月

の
記
事
に
「
冬
十
二
月
、
為
絵
諸
寺
仏
像
荘
厳
、
定
黄
文
画
師
、
山
背
画
師
、
簀
秦
画
師
、

河
内
画
師
、
楢
画
師
等
、
免
其
戸
課
、
永
為
名
業
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
黄
書
本
実
は

画
師
の
黄
書
氏
（
黄
文
氏
）
の
一
族
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ａ
）

（
ｂ
）

（
ｃ
）

（
ｄ
）
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五
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程

　

正
面
と
左
側
面
の
銘
文
か
ら
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
起
源
と
な
っ
た
仏
足
石
、

仏
跡
図
第
一
本
、
仏
跡
図
第
二
本
、
仏
跡
図
第
三
本
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立

に
つ
い
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
制
約
に
鑑
み
て
、

薬
師
寺
仏
足
石
の
起
源
と
な
っ
た
仏
足
石
と
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
関
す
る

考
察
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

①
薬
師
寺
仏
足
石
の
起
源
と
な
っ
た
仏
足
石
の
成
立

　

薬
師
寺
仏
足
石
の
起
源
と
な
っ
た
仏
足
石
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
正
面
と
左

側
面
の
銘
文
に
書
か
れ
た
内
容
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
正
面
の

銘
文
は
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
巻
八
摩
掲
陀
国
上
に
基
づ
き
、
仏
足
石
の
所

在
地
を
マ
ガ
ダ
国
と
し
て
い
る（

３
）の

に
対
し
て
、
左
側
面
の
銘
文
は
鹿
野
園
と
し

て
い
る
。マ
ガ
ダ
国
と
鹿
野
園
は
直
線
距
離
で
約
二
百
キ
ロ
離
れ
て
お
り
、ま
っ

た
く
別
の
場
所
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
左
側
面
の
銘
文
に
あ

る
よ
う
に
、
王
玄
策
が
仏
足
石
を
見
て
そ
れ
を
模
写
し
て
唐
に
持
ち
帰
っ
た
と

い
う
こ
と
を
事
実
と
認
め
た
場
合
、
王
玄
策
が
見
た
仏
足
石
の
所
在
地
は
果
た

し
て
マ
ガ
ダ
国
な
の
か
、
そ
れ
と
も
鹿
野
園
な
の
か
と
い
う
基
本
的
な
問
題
に

直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
項
で
は
ま
ず
『
大
唐
西
域
記
』
の
記
載
を
手
掛
か

り
と
し
て
、
ど
ち
ら
の
蓋
然
性
が
高
い
か
を
検
討
し
、
次
項
「
仏
跡
図
第
一
本

の
成
立
」
で
第
一
本
を
考
察
す
る
際
に
、
王
玄
策
の
行
動
記
録
に
基
づ
い
て
検

討
を
お
こ
な
う
こ
と
と
す
る
。

　
『
大
唐
西
域
記
』
で
は
巻
八
で
摩
掲
陀
国
の
仏
足
石
（
大
正
五
一
、九
一
一
下
）

に
言
及
す
る
ほ
か
、
巻
一
の
屈
支
国
、
巻
二
の
那
揭
羅
曷
国
、
巻
三
の
烏
仗
那

国
に
仏
足
石
が
あ
る
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
が
、
巻
七
の
鹿
野
園
に
関
す
る
記

事
の
中
で
は
仏
足
石
の
存
在
を
記
録
し
て
い
な
い
。
ま
た
玄
奘
と
同
時
代
を
生

き
た
道
宣
は
、
著
書
『
釈
迦
方
志
』
巻
下
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
同
様
に
摩
掲

陀
国
の
仏
足
石
（
大
正
五
一
、九
六
一
中
～
下
）
の
記
事
を
記
し
て
い
る
ほ
か
、

巻
上
で
阿
耆
尼
国
、
迦
畢
試
国
、
烏
仗
那
国
、
劫
比
他
国
に
存
在
す
る
仏
足
石

に
つ
い
て
記
録
し
て
い
る
が
、
巻
上
に
あ
る
鹿
野
園
関
連
の
記
載
中
に
は
仏
足

石
に
対
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
玄
奘
が
没
し
た
四
年
後
の
総
章
元

年
（
六
六
八
）
成
立
の
道
世
撰
『
法
苑
珠
林
』
で
は
、
巻
二
九
で
『
大
唐
西
域

記
』
と
同
様
に
摩
揭
陀
国
の
仏
足
石
（
大
正
五
三
、五
〇
二
上
）
の
記
事
を
載

せ
て
い
る
ほ
か
、
同
じ
く
巻
二
九
で
那
伽
羅
曷
国
、
烏
仗
那
国
、
劫
比
他
国
の

仏
足
石
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
る
が
、
鹿
野
園
周
辺
の
情
景
に
関
す
る
記
載
か

ら
は
仏
足
石
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
が
成
立
し
た
時
代
の
日
本
人
が
参
考
に
し
う
る
書
物

布
施
を
す
る
施
主
の
意
。

律
令
制
の
時
代
に
中

な
か
つ
か
さ
し
ょ
う

務
省
に
所
属
し
、
絵
画
の
作
成
に
た
ず
さ
わ
っ
た
画
工
。

吉
村
怜「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者「
神
直
石
手
」に
つ
い
て
」（『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』、

東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
で
は
、
正
倉
院
文
書
『
故
大
鎭
家
解
』
に
あ
る
記
載
に
よ
っ

て
、「
書
吏
正
八
位
上
神
直
石
手
」
と
い
う
人
物
が
文
室
真
人
智
努
の
死
後
、
法
要
の
準

備
の
た
め
に
東
大
寺
写
経
所
に
宛
て
て
書
手
中
臣
鷹
取
と
い
う
人
物
の
借
用
を
願
い
出

た
文
書
を
書
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
「
神
直
石
手
」
が
「
神
石
手
」
で
あ
る

と
特
定
し
た
。
こ
の
大
き
い
成
果
を
も
と
に
し
て「
画
師
は
越
田
安
万
。
書
写
は
神
石
手
」

と
解
し
て
い
る
。
吉
村
氏
の
論
文
五
六
八
頁
で
「
書
写
は
神
石
手
」
と
い
う
記
述
は
、「
文

案
が
智
努
の
手
に
な
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
推
定
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
蓋
然
性
の
高
い
推
論
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
仕
奉
」
は
『
日
本
書
紀
』
の
巻
二
〇
敏
達
天
皇
十
二
年
条
と
巻
三
〇
持
統
天
皇
三
年
条

で
使
用
さ
れ
、
岩
波
文
庫
版
『
日
本
書
紀
』
第
四
巻
三
六
頁
と
第
五
巻
二
五
二
頁
で
は

い
ず
れ
も
「
仕つ

か

え
奉ま

つ

る
」
と
読
ん
で
い
る
。

（
ｅ
）

（
ｆ
）

（
ｇ
）

（
ｈ
）
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『
大
唐
西
域
記
』『
釈
迦
方
志
』『
法
苑
珠
林
』
か
ら
は
、
鹿
野
園
に
仏
足
石
が

存
在
し
た
と
い
う
根
拠
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
と
言
っ

て
、「
上
記
三
書
以
外
に
、
鹿
野
園
に
仏
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
る
書

物
が
当
時
の
日
本
に
存
在
し
、
こ
れ
を
左
側
面
銘
文
の
作
者
が
参
照
し
た
」
と

い
う
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
上
記
三
書
に
記
さ
れ
な
い
記

事
の
信
憑
性
は
高
い
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
ゆ
え
左
側
面
銘
文
に
関
し
て
は
、

仏
足
石
の
所
在
地
を
誤
っ
て
記
し
た
可
能
性
が
高
い
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。
薬
師
寺
仏
足
石
の
起
源
と
な
っ
た
仏
足
石
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
次

項
「
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
」
に
お
い
て
、
王
玄
策
の
行
動
記
録
を
検
討
す
る

こ
と
を
通
し
て
引
き
続
き
考
察
を
お
こ
な
う
こ
と
と
す
る
。

　

王
玄
策
が
見
た
仏
足
石
が
成
立
し
た
年
代
に
つ
い
て
は
解
明
で
き
な
い
が
、

イ
ン
ド
に
お
い
て
釈
尊
を
慕
う
人
々
が
信
仰
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
、
そ
れ
が

仏
足
石
と
い
う
形
に
な
り
、
七
世
紀
に
は
そ
の
信
仰
形
態
が
新
し
い
仏
教
教
学

と
同
時
に
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
信
仰
は
、
早
く
も
七
世
紀
の

う
ち
に
、
ま
た
は
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
日
本
に
も
伝
播
し
た
。
中
国
と
日
本

の
知
識
人
た
ち
は
、
高
い
水
準
の
思
想
を
求
め
る
の
と
同
時
に
、
素
朴
で
わ
か

り
や
す
い
信
仰
も
求
め
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

②
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立

　

王
玄
策
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
か
ら
唐
に
も
た
ら
さ
れ
た
仏
跡
図
が
第
一
本
で
あ

る
。
薬
師
寺
仏
足
石
の
左
側
面
銘
文
に
よ
る
と
、
第
一
本
は
『
続
高
僧
伝
』
に

も
登
場
す
る
長
安
の
普
光
寺
に
保
管
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
普
光
寺
は
『
続

高
僧
伝
』
巻
二
二
玄げ

ん
え
ん琬

伝
（
大
正
五
〇
、六
一
六
中
）
に
、

　
　

貞
観
初
年
に
逮お

よ

び
、
琬
の
戒
素
成
治
な
る
を
以
て
、
朝
野
は
具ぐ

せ
ん瞻

す
。
勅

　
　

有
り
て
召
し
て
皇
太
子
及
び
諸
王
等
の
為
に
菩
薩
戒
を
受
け
し
む
。
故
に

　
　

儲
宮
以
下
は
師
礼
も
て
焉こ

れ
を
崇
む
。
令
有
り
て
普
光
寺
を
造
ら
し
め
、

　
　

召
し
て
之こ

こ
に
居
せ
し
む
。

と
あ
り
、
唐
の
太
宗
皇
帝
が
貞
観
初
年
に
国
中
の
尊
敬
を
集
め
て
い
た
玄
琬
に

依
頼
し
て
、
皇
太
子
ら
に
菩
薩
戒
を
授
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
や
、
玄
琬
の
た
め

に
普
光
寺
を
建
立
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
普
光
寺
と
玄
奘
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
唯
識
学
の
重
要
な
論
書
『
瑜ゆ

が
し
じ
ろ
ん

伽
師
地
論
』
を
翻
訳
し
た

際
に
、
普
光
寺
の
僧
侶
の
道
智
と
処
衡
が
翻
訳
事
業
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が

『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
一
後
序
（
大
正
三
〇
、二
八
三
下
）
の
記
録
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

仏
跡
図
第
一
本
は
『
大
唐
西
域
記
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
玄
奘
に
よ
っ
て

そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
価
値
が
周
囲
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
第
一
本
は
普
光
寺
と
い
う

勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
第
一
本
は
い
つ
頃
唐
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
法
苑
珠

林
』
巻
五
五
（
大
正
五
五
、七
〇
三
下
）
に
「
命
朝
散
大
夫
衛
尉
寺
丞
上
護
軍

李
義
表
副
使
前
融
州
黃
水
縣
令
王
玄
策
等
二
十
二
人
。
使
至
西
域
。
前
後
三
度
」

と
あ
り
、
王
玄
策
は
三
度
西
域
に
派
遣
さ
れ
た
と
し
て
い
る（

４
）。

こ
の
記
事
と
対

応
す
る
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、『
法
苑
珠
林
』
と
『
旧
唐
書
』
を
読
む
と
、

王
玄
策
が
イ
ン
ド
を
三
度
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

（
第
一
回
）

『
法
苑
珠
林
』
巻
二
九
（
大
正
五
三
、五
〇
四
上
～
中
）
で
は
『
王
玄
策
伝
』
を

引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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粵こ
こ

に
大
唐
貞
観
十
七
年
三
月
內
を
以
て
、
爰こ

こ

に
明
詔
を
発
す
。

　
　

使
人
朝
散
大
夫
行
衛
尉
寺
丞
上
護
軍
李
義
表
、
副
使
前
融
州
黄
水
県
令

　
　

王
玄
策
等
を
し
て
婆
羅
門
の
客
を
送
り
て
国
に
還か

え

ら
し
む
。
其
の
年
十
二

　
　

月
、
摩ま

が

だ
伽
陀
国
に
至
る
。
因
り
て
即
ち
仏
郷
を
巡
省
し
遺い

し
ょ
う蹤

を
覧
観
す
。

　
　

聖せ
い
せ
き迹

に
神
化
あ
り
、
在
処
に
徴
を
感
ず
。
十
九
年
正
月
二
十
七
日
に
至
り

　
　

て
王お

う
し
ゃ
じ
ょ
う

舍
城
に
至
る
。
遂
に
耆ぎ

じ
ゃ
く
っ
せ
ん

闍
崛
山
に
登
る
。
流
目
縱
観
し
、
傍
眺
し
て

　
　

極
ま
り
罔な

し
。
仏ぶ

つ
め
つ滅

度ど

よ自
り
千
有
余
年
。
聖
迹
遺
基
は
儼げ

ん
ぜ
ん然

と
し
て
具
在

　
　

す
。

　

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
王
玄
策
ら
は
貞
観
一
七
年
（
六
四
三
）
に
唐
を
出
発

し
、
年
内
に
マ
ガ
ダ
国
に
到
着
し
、
さ
ら
に
釈
尊
に
関
係
す
る
遺
跡
を
巡
っ
て

い
る
。
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
マ
ガ
ダ
国
の
首
都
王
舍
城
に
行
き
、
王
舍

城
の
東
北
に
あ
る
釈
尊
が
説
法
し
た
と
さ
れ
る
耆
闍
崛
山
（
霊り

ょ
う
じ
ゅ
せ
ん

鷲
山
）
に
登
っ

た
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
『
法
苑
珠
林
』
巻
二
九
（
大
正
五
三
、五
〇
三
上
）
に
「
此こ

れ
漢か

ん
し使

、

勅
を
奉
じ
て
摩
伽
陀
国
の
摩
訶
菩
提
寺
に
往
き
、
碑
を
立
つ
。
貞
観
十
九
年
二

月
十
一
日
に
至
り
、
菩
提
樹
下
塔
の
西
に
於
い
て
建
立
す
」
と
あ
り
、
釈
尊
が

悟
り
を
開
い
た
地
で
あ
る
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
あ
る
摩
訶
菩
提
寺
に
行
き
、
記
念
碑

を
建
て
た
と
い
う
。
摩
訶
菩
提
寺
の
所
在
地
は
『
法
苑
珠
林
』
巻
二
九
（
大
正

五
三
、五
〇
三
中
）
に
「
遂
に
摩
訶
菩
提
寺
な
る
所
の
菩
提
樹
下
の
金
剛
の
座

に
至
る
」
と
い
う
記
事
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。

　
『
法
苑
珠
林
』
巻
一
〇
〇
（
大
正
五
三
、一
〇
二
八
中
）
で
は
、『
王
玄
策
西

域
行
伝
』
の
「
摩
伽
陀
国
菩
提
寺
大
徳
僧
の
賒
那
去
線
陀
は
経
に
拠よ

り
て
算
出

し
て
云い

う
」
と
い
う
文
を
引
用
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
王
玄
策
は
摩
訶
菩

提
寺
の
高
僧
と
も
交
流
を
持
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
交
流
が

何
年
の
こ
と
で
あ
る
か
を
確
定
で
き
な
い
が
、
唐
の
正
式
な
使
者
と
し
て
イ
ン

ド
に
お
も
む
い
た
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
時
点
で
マ
ガ
ダ
国
の
高
僧
と
交

流
を
持
っ
た
可
能
性
は
高
い
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　

薬
師
寺
仏
足
石
の
正
面
銘
文
に
仏
跡
図
が
「
今
現
に
図
写
し
て
所
在
に
流
布

せ
り
」
と
あ
る
記
述
が
、
も
し
事
実
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
王
玄
策
は

貞
観
十
九
年
頃
の
一
回
目
の
遣
使
の
際
に
仏
跡
図
を
入
手
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。
た
だ
し
そ
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

な
お
王
玄
策
が
鹿
野
園
に
行
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
一
回
目
の
遣
使

の
記
事
に
よ
る
と
、「
仏
郷
を
巡
省
し
遺
蹤
を
覧
観
す
」
と
あ
る
の
で
、
鹿
野

園
に
ま
で
足
を
延
ば
し
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
行
っ
た
と
確
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

（
第
二
回
）

　
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
西
戎
伝
天
竺
国
条
に
、
王
玄
策
が
吐
蕃
（
チ
ベ
ッ
ト
）

と
泥
婆
羅
国
（
ネ
パ
ー
ル
）
と
共
同
し
て
中
天
竺
国
と
戦
い
、
中
天
竺
王
の
那

伏
帝
阿
羅
那
順
を
虜
に
し
て
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
に
長
安
に
帰
っ
た
記
録

が
見
ら
れ
る
。『
旧
唐
書
』
巻
三
太
宗
紀
下
に
は
、
貞
観
二
二
年
五
月
に
王
玄

策
が
都
に
凱
旋
し
た
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
法
苑
珠
林
』（
大
正
五
三
、五
〇
二
上
）
に
は
マ
ガ
ダ
国
の
仏
足
石
に
関
す

る
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
八
と
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
記
事
の
直
後
に
「
貞
観
二
十
三
年
に
使つ

か
い有

り
、
迹せ

き

を
図
写
し
て
来
た
る
」

と
あ
る
が
、
こ
の
「
使
」
と
は
王
玄
策
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
貞
観

二
二
年
に
帰
還
し
た
と
す
る
『
旧
唐
書
』
と
、
貞
観
二
三
年
に
仏
跡
図
を
唐
に

伝
え
た
と
す
る
『
法
苑
珠
林
』
の
記
事
に
は
一
年
の
時
間
差
が
存
在
す
る
。『
旧

唐
書
』
に
あ
る
記
録
の
信
憑
性
は
高
い
た
め
、
年
代
記
録
の
相
違
の
理
由
と
し

て
は
、
第
一
に
『
法
苑
珠
林
』
の
誤
記
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
一
年
遅
れ
で
仏
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跡
図
が
唐
に
届
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
『
旧
唐
書
』
西
戎
伝
天
竺
国
条
に
は
、
王
玄
策
が
鹿
野
園
に
赴
い
た
記
事
は

記
さ
れ
て
い
な
い
。
や
は
り
、
王
玄
策
は
マ
ガ
ダ
国
に
あ
っ
た
仏
跡
図
を
唐
に

伝
え
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
と
判
断
さ
れ
る
。

（
第
三
回
）

　

王
玄
策
が
一
回
目
ま
た
は
二
回
目
の
イ
ン
ド
遣
使
の
際
に
仏
跡
図
を
唐
に
伝

え
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
補
足
と
し
て
三
回
目
の
イ
ン
ド
遣

使
に
つ
い
て
も
簡
単
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。『
法
苑
珠
林
』
巻
二
九
（
大
正

五
三
、五
〇
一
下
）に
よ
れ
ば
、王
玄
策
は
高
宗
皇
帝
の
顕け

ん
け
い慶

年
間
に
、『
維
摩
経
』

に
登
場
す
る
浄
名
（
維
摩
居
士
）
の
宅
や
長
者
宝
積
の
宅
の
跡
地
な
ど
、
ヴ
ァ

イ
シ
ャ
ー
リ
ー（

５
）方

面
を
巡
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た『
法
苑
珠
林
』巻
一
六（
大

正
五
三
、四
〇
五
上
）に
顕
慶
二
年（
六
五
七
）に
尼
婆
羅
国（
ネ
パ
ー
ル
）に
行
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

六
、
中
世
の
佛
足
石

　

前
年
度
の
調
査
の
過
程
で
、
京
都
市
左
京
区
鹿
ケ
谷
御
所
ノ
段
町
に
あ
る
法

然
院
所
在
の
佛
足
石
が
、
関
東
地
方
に
多
く
見
ら
れ
る
中
世
の
板
碑
と
同
じ
緑

色
片
岩
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
法
然
院
が
、
中
世
に
開
山
し
た
寺
院
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
現
在
の
法
然
院
で
佛
足
石
に
つ
い
て
の
何
の
伝
承
も
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
中
世
の
佛
足
石
の
可
能
性
が
高
い
と
推
定
し
た
。
法
然
院
は
鎌
倉
時
代
に

法
然
の
草
庵
の
由
緒
を
も
つ
も
の
の
、
建
永
の
法
難
（
一
二
〇
六
年
）
以
後
荒

廃
し
、
近
世
初
頭
の
一
六
八
〇
（
延
宝
８
）
年
に
至
る
ま
で
無
住
の
状
態
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
十
七
世
紀
後
半
に
法
然
院
と
し
て
成
立
し
て
以
降

は
、
寺
院
は
僧
侶
常
住
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佛
足
石
が
近
世
に
作

成
さ
れ
て
境
内
に
安
置
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
制
作
年
代
は
記
録
な
い
し
伝

承
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
然
院
で
は
境
内
佛
足
石
に
関
す

る
記
録
と
伝
承
も
な
く
、
荒
廃
以
前
の
遺
物
の
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
そ
の
形
式
に
つ
い

て
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
た

の
は
、
足
の
踵
側
の
石
面
に
は

切
込
み
が
あ
り
、
線
刻
の
小
さ

な
仏
が
三
体
ほ
ど
確
認
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
露
天
で
覆
い
堂

も
な
い
た
め
に
風
化
が
進
み
、

明
確
に
は
確
認
で
き
な
い
が
三

体
の
う
ち
右
端
の
も
の
は
、
光

背
や
お
顔
が
視
認
で
き
る
。
ほ

か
の
二
体
は
輪
郭
が
そ
れ
と
わ

か
る
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
特

徴
は
、
安
土
城
二
の
丸
に
置
か

れ
て
い
る
石
垣
に
流
用
さ
れ
て

い
た
と
さ
れ
る
佛
足
石
と
共
通

す
る
特
徴
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
安
土
城
佛
足
石
は
、
昭
和

三
年
に
安
土
城
修
復
の
作
業
が

は
じ
め
ら
れ
た
際
に
、
二
の
丸

付
近
の
崩
落
し
た
石
垣
部
分
か

ら
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、
元
の
位
置
に
は
戻
さ
ず
に

▼
安
土
城
佛
足
石

▼
法
然
院
佛
足
石
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発
見
場
所
付
近
に
安
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
安
土
城
の
築
城
は
、
天
正

四
（
一
五
七
六
）
年
一
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
五
月
に

完
成
し
て
い
る（

６
）。

し
た
が
っ
て
、
安
土
城
佛
足
石
は
、
そ
れ
以
前
の
制
作
で
あ

る
こ
と
が
確
実
な
の
で
、
中
世
の
佛
足
石
と
し
て
貴
重
な
遺
物
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
安
土
城
は
、
織
田
信
長
築
城
以
前
に
近
江
六
角
氏
の
観
音
寺
城

の
支
城
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
石
積
み
が
流
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る（

７
）。

形
式
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
安
土
城
佛
足
石
も
、
爪
先
側

手
前
石
面
の
下
段
に
人
工
的
な
切
り
欠
き
が
あ
り
、佛
像
が
浮
彫
さ
れ
て
い
る
。

こ
ち
ら
も
露
天
で
風
化
が
進
み
明
確
で
は
な
い
も
の
の
三
体
ほ
ど
の
佛
像
が
認

め
ら
れ
る
。二
例
の
み
で
評
価
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
切
と
は
い
え
な
い
が
、

中
世
佛
足
石
の
形
態
的
特
徴
と
し
て
、
側
面
に
切
欠
き
を
設
け
て
小
佛
三
躰
を

線
刻
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
、

古
代
の
貴
重
な
石
像
遺
物
で
あ
る
が
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
佛
足
石
の
ほ

と
ん
ど
が
、
近
世
江
戸
期
以
降
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
、
中

世
の
佛
足
石
と
推
定
さ
れ
る
安
土
城
と
法
然
院
の
二
つ
の
佛
足
石
の
存
在
を
指

摘
で
き
た
こ
と
は
、
佛
足
石
遺
物
の
空
白
の
時
代
で
あ
る
中
世
の
佛
足
石
研
究

の
基
礎
と
な
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
古
代
に
お
け
る
佛
足
石
も
薬
師

寺
の
も
の
の
み
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
今
後
も
調
査
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

七
、
結
び
に
か
え
て

　

本
論
考
で
は
、
昨
年
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る

わ
が
国
最
古
と
さ
れ
る
薬
師
寺
佛
足
石
碑
文
の
う
ち
左
側
面
銘
文
の
解
釈
を
行

い
、
さ
ら
に
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
碑
文
の
比
較
検
討
に
加
え
て
、
現
物
の

熟
覧
に
よ
る
調
査
か
ら
書
線
の
確
認
を
行
っ
て
碑
文
の
復
元
を
試
み
た
。
ま
た

銘
文
の
釈
文
と
訳
注
を
施
し
、
佛
足
石
成
立
の
過
程
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
拝
観
時
間
終
了
後
の
人
気

の
な
い
大
講
堂
で
、
懐
中
電
灯
の
光
を
様
々
な
角
度
か
ら
照
射
し
て
、
書
道
学

の
廣
瀨
を
中
心
に
摩
滅
し
て
判
読
し
が
た
い
書
線
を
た
ど
り
な
が
ら
文
字
を
読

み
取
る
作
業
に
没
頭
し
た
。
不
整
形
の
佛
足
石
碑
文
の
角
礫
岩
は
、
各
所
で
剥

落
し
磨
耗
し
た
部
位
も
多
く
、碑
文
の
判
読
は
困
難
な
個
所
が
認
め
ら
れ
た
が
、

拓
本
や
写
真
で
明
ら
か
に
で
き
な
い
部
分
を
丁
寧
に
読
み
取
っ
た
。
我
が
国
に

お
け
る
佛
足
石
は
、
唯
一
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
以
外
は
、
す
べ
て
が
江
戸

時
代
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
し
か
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
お
ら
ず
、
佛
足
石
研

究
は
足
型
の
形
式
分
類
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
形
象
が
示
す
佛
教
的
な
意
味
の
考
察

が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
最
古
の
佛
足
石
の
碑
文
研
究
か
ら
日

本
で
の
佛
足
石
の
原
点
の
意
義
を
考
察
し
、
古
代
の
人
々
が
佛
足
石
を
拝
す
る

こ
と
で
ど
の
よ
う
な
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
に
つ
い
て
思
い
を
は

せ
つ
つ
正
確
な
碑
文
の
復
元
と
解
釈
を
試
み
る
も
で
あ
る
。

　

ま
た
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
の
発
見
に
努
め
て
そ
の
空
白

の
時
代
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
も
う
ひ
と
つ
の
目
的
と
し
て
、
今
回
は
京
都

法
然
院
と
安
土
城
で
の
二
点
の
存
在
を
確
認
で
き
た
。
今
後
も
薬
師
寺
佛
足
石

碑
文
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
他
の
古
代
佛
足
石
や
、
中
世
佛
足
石
の
発

見
に
努
め
て
、
近
世
に
至
る
民
衆
の
佛
足
石
信
仰
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。



- 120 -

奈良・薬師寺の国宝・佛足石の研究Ⅱ －左側面銘文として刻された書と成立過程－（廣瀬・漆原・遠藤）

○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
六
・
七
節
を
漆
原
、
第
四
・
五
節
を
遠

　

藤
が
執
筆
し
た
。
第
二
節
は
、
廣
瀨
、・
漆
原
・
遠
藤
が
共
同
で
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
30
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

　

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究

－
正
面

銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書

－

」（『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
、二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

写
真　

平
成
30
年
9
月
20
日
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
3
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可

第
３
０

－

２
８
９
号
に
よ
り
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
。

前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究

－

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書

－

」
一
三
一
、一
三
二
頁
を
参
照
。

ま
た
『
法
苑
珠
林
』
巻
三
五
（
大
正
五
三
、五
五
九
中
）
で
マ
ガ
ダ
国
の
首
都
王
舍
城

付
近
の
こ
と
を
記
し
た
記
事
の
中
に
、「
大
唐
使
人
王
玄
策
等
、
前
後
三
廻
。
往
彼
見

者
非
一
」
と
あ
る
の
も
三
回
の
派
遣
と
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

現
在
の
イ
ン
ド
、
ビ
ハ
ー
ル
州
に
あ
る
。

『
信
長
公
記
』

安
土
城
築
城
以
前
は
、『
大
乗
院
文
書
』
正
和
二
年
十
一
月
日
の
「
豊
浦
庄
検
注
目
録
」

に
よ
れ
ば
「
安
土
寺
」
と
い
う
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
天
正
四
年
の

安
土
城
築
城
開
始
以
前
の
安
土
山
は
、「
常
楽
寺
」
と
い
う
寺
院
が
あ
っ
た
た
め
常
楽
寺

山
と
よ
ば
れ
て
い
た
が
、
織
田
信
長
が
、
鎌
倉
時
代
の
『
安
土
寺
』
か
ら
安
土
山
と
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
安
土
寺
と
常
楽
寺
の
関
連
性
は
不
明
で
あ
る
が
、

安
土
城
仏
足
石
が
こ
の
い
ず
れ
か
の
中
世
寺
院
の
遺
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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